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・基本構想は、本市の目指すべき将来像を示すものであり、市民と行政が共有し、力を
あわせてこれからの東かがわ市を築いていくための指針です。

・設定期間は、平成26年度（2014年度）から平成35年度（2023年度）までの10年間
 

です。

 

　これからの10年を展望すると、本市では若者人口の減少、

少子高齢化といった人口構造の変化に対応したまちづくり

を行う必要があります。また、近い将来に発生すると言われ

ている「南海トラフ巨大地震」への対応も急がれます。

　「自助・共助・公助」の役割分担を明確にし、市民と行政

が協働の下、ともに持続可能なまちづくりに取り組むための

10年ビジョンを策定しました。

基本構想は市政運営の指針です基本構想は市政運営の指針です

3つの重点取組テーマとまちづくりの方向性

　人口構造の変化への対応と、
人口構造の変化を踏まえ、自
然災害に備えた持続可能なま
ちづくりに取り組みます。

特集
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　基本構想では、あれもこれもでは
なく、本市が抱える課題に焦点を絞
り、こうありたいと願う10年後のす
がたに近づけるため、3つのビジョン
の実現に向けて取り組みます。

　若者が希望を持って働くことができ、
安心して子育てができる、老後の不安
がない、いつまでも住み続けたいと思
えるまちづくりに努めます。
【取り組みの基本的な方向】
（１）生活環境が向上し、いつまでも
　　住み続けたいと思えるまちづくり
（２）この地域が多くの人に愛される
　　まちづくり

東かがわまちづくりビジョン東かがわまちづくりビジョン

ビジョン１　いつまでも住み続けたいまちビジョン１　いつまでも住み続けたいまち

ビジョン2　安全・安心のまちビジョン2　安全・安心のまち

ビジョン3　市民との協働でつくるまちビジョン3　市民との協働でつくるまち

　従来の「防災」という概念に「減災」
の考え方を取り入れ、ハード・ソフト
の両面から、災害による被害をより少
なくするまちづくりに努めます。

【取り組みの基本的な方向】
（１）災害に強いまちづくり
（２）防災・減災の視点に立ったまちづくり
（３）「自助・共助・公助」の役割分担を明確にした
　　まちづくり

　暮らしやすい地域社会をつくって
いくためには、地域の力を合わせて
活動していくことが重要です。地域
活動を担う人材、体制や組織づくり
を支援します。

【取り組みの基本的な方向】
（１）参画機会の創出
（２）地域リーダーの育成
（３）魅力的でにぎわいのあるまちづくり
（４）地域活動が活性化するための環境整備
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■東かがわ伝説10選
　　本市にまつわる伝説を選定しました。

　・水主神社　　・白鳥神社　　・絹島　　

　・清少納言　　・磯野禅尼の生誕地　　・女郎島　　　

　・水主三山　　・海蔵院　　・仁池

　・森権平庵▼
　

　

　

■東かがわ大きな木10選 
　　本市のシンボル的な大きな木、天然記念物に指定

　されている貴重な木などを選定しました。　

　・與田寺のムクノキ　　

　・三宝寺のボダイジュ　　

　・井筒屋敷のホルトノキ　　

　・白鳥神社のクスノキ

　・勝覚寺のイチョウ　　

　・観音谷の大楠　　　　

　・石清水神社のクスノキ　　

　・三宝寺のチシャノキ　

　・境目のイチョウ

　・水主神社のいのり杉▶

東かがわ10選
　東かがわ市10周年記念事業として、「東か

がわ10選」（第１弾）を選定しました。

　選定作業は引き続き行っており、選定した

「東かがわ10選」は随時発表する予定です。

○選定方法などについて
　有識者や香川大学生ら６名で構成される「東かがわ
　10選選定委員会」が、「東かがわ10選」を選定し
　ています。また、相生ふるさと協議会が独自に
　｢相生　地区10選｣を選定しています。

　10選の情報は
　facebook 
　【https://www.facebook.com/higashikagawa10】
　で随時公開しています。　

○今後の活用について
　今回選定した「東かがわ10選」を映像化し、You 
　Tubeで公開する予定です。今後、「東かがわ10選」
　は、小中学校の学習教材、シンポジウム、作文・自
　由研究・写真コンテスト、まち歩きツアーなどの材
　料としての活用を考えています。

■東かがわ瀬戸内ジオサイト10選 
　　ジオサイトとは地質名所のことをいいます。

　　本市の海岸線のジオサイトを選定しました。

　・ランプロファイヤー岩脈　　・絹島の柱状節理

　・丸亀島の柱状節理　　・女郎島　　・通念島　　

　・一子島▼

　

　・城山　　・城山北側海岸　　・引田不整合

　・デイサイト岩脈

■東かがわ史跡10選
　　本市の史跡を選定しました。

　・引田のまち並み　　・引田城跡　　・原間古墳　　　

　・白鳥廃寺跡　　・大坂峠　　・虎丸城跡　　　　

　・蕪越狼煙場跡　　・向山翁砂糖開基碑　　

　・安戸池

　・川北一号墳▼

   

■東かがわ歴史上ゆかりのある人物10選
　　江戸時代までの本市にゆかりのある人物を選定

　しました。

　・倭迹々日百襲姫命　　・日本武尊　

　・清少納言　　・増吽僧正　

　・磯野禅尼（源義経、静御前）

　・向山周慶　　・久米栄左衛門通賢　　

　・庄松　　・森権平　　・池田彦七

（第1弾）

ちゅうじょうせつり

ちゅうじょうせつり じょろうじま

じょろうじまいそ   の    ぜん   に

いそ   の    ぜん   に

さきやましゅうけい く　 め   えい   ざ      え   もん  つうけん

もりごんぺい いけ  だ    ひこしちしょう　ま

つうねんじま

わら ま　こ ふん

かぶらごし のろしば あと

や ま と と と ひ もも  そ ひめのみこ やまとたけるのみこと

ぞううんそうじょうせいしょうな  ごん

さきやまおう さ とうかい き  ひ

ひとごじま
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②
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５
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固
定
資
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課
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台
帳
は
、
常
時
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人
は
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務
者
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人
、
委
任
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持
参
の
人
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借
地
・
借
家
人
な
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。

※

自
己
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税
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税
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つ
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て

は
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４
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旬
に
発
送
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通
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「
課
税
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細
書
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も
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認
で
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す
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（
課
税
明
細
書
に
は
課
税
物
件
の
み
掲

載
し
て
い
ま
す
）

 

　
市
内
に
土
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す
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は
、
縦
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簿
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す
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と

市
内
の
他
の
土
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評
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額
）
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す
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と
が
で
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ま
す
。
ま
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築
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縦
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４
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。

納税は、便利な口座振替で！
市 税 納 期 限 月 別 一 覧 表

納期限

期　別 毎月

毎月4月 6月 7月 9月 10月 12月 2月 3月
10日30日 30日 30日31日 31日1日 1日 25日 2日 2日

法
人
市
民
税

市・県
民
税（
特
別
徴
収
）

固
定
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税

国
民
健
康
保
険
税

市・県
民
税

固
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固
定
資
産
税
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民
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固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

４４４３３３２２１２１１全

申告対象
期間の翌
日から2
カ月以内

申告区分

税　
　

目

が
い

（
引
田
庁
舎
１
階
）

（
引
田
庁
舎
１
階
）
ま
た
は

各
庁
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　本市では「人権尊重都市宣言」を行い、ともに支えあい、
人をはぐくみ、人を大切にするまちづくりをめざしてい
ます。そのためには、基本的人権を正しく理解し、人が
人としてお互いを認めあい、豊かな心がもてるよう努め
ることが大切です。
　このことを実現していけるように、さまざまな研修会
や講演会などを実施しています。
　昨年度に行ったものを紹介します。

行事名 　　　　開催月 　　　講　師・演　題

人権問題学習講座

6月

1月

2月

8月

10 月

11 月

11 月

12 月

人権問題夏期講演会

人権トークショー

ハートフルコンサート

しあわせづくり
講演会

でこ箱まわしと
お話の会

　参加者の感想
　●「男女共同参画」って難しいというイメージがありま
　　したが、お話を聞いて新しく知ることができたし、考
　　え方も少し変わった気がしました。また、男女共同
　　参画についての勉強もしていかなくては、と思いま
　　した。
　●本音の気持ちが伝わってきて、心に響きました。切
　　々と体験を話してくれて「幸せ」とは何かを考えさ
　　せられました。
　●人として誰もが持っている人権について改めて考え、
　　人権侵害の連鎖をたちきるには、自分の人権につい
　　て考え、気づくこと、そのとおりだと思いました。
　●実際に子どもが書いた日記や、現代の虐待の現状を
　　知ることができました。愛されるという体験は、と
　　ても大切なものだと改めて感じました。
　●自分の叱り方や指導の仕方が、自分よがりのもので
　　はなかったかと反省しました。子どもが今、どのよ
　　うな気持ちでそうするのか、深層心理はどうなのか、
　　よく考えた上で自分の思いを伝える必要があると感
　　じました。
　●人間としてしっかりとした考え方をもたれ、差別や
　　世の中の不合理なことに真剣な憤りをもたれている
　　ことに深く感動しました。
　　　　　　　　　　
    　たくさんのご参加ありがとうございました。今年度も
    講演会・研修会などを実施する予定です。広報やチラシ
    などでその都度お知らせしますので、ぜひご参加ください。　　　　

　　　　　　　【問合先】市民部人権推進室　℡２６-１２２７

香川大学男女共同参画推進室特任教授

長安　めぐみさん　
「私もあなたもハッピーライフ
　  ～暮らしの中からやってみよう
　　　　　　　　　男女共同参画～」

徳島県人権エンタメ集団「友輝」

中倉　茂樹さん
「本音のぶつかり合いと、
　  いまを懸命に生きることが
　   人間を輝かせる唯一の人権学習」

香川カウンセリングセンター所長

浅海　明子さん
「こころの蓋と人権侵害」

大阪市立弘済のぞみ園長

下川　隆士さん
「問題を起こす子ども達の理解と関わり」

徳島県人権啓発青少年団体連絡協議会
「止揚の会」

大湾　昇さん
「出会いと表現」

阿波木偶箱まわし保存会

中内　正子さん
「三番叟まわしを受け継いで」

丸亀市金山文化センター館長

岡本　俊晃さん
「部落問題など最近の差別事象」

シンガー
ｍｏｎさん
「生まれてきてくれてありがとう
　　～きみたちは愛されている～」

　春です。きれいな桜でおなじみの第 6 回引田交流館
さくらまつりを開催します。
　会場ではみなさんが楽しく集える催しを用意しています。
ぜひおでかけください。

＊日　時　4 月 12日（土）11：00 ～ 15：00
＊場　所　人権センター引田交流館・吉田児童公園
＊内　容　大正琴・手話コーラス・バルーンアート・
　　　　　カラオケ・ゲームコーナー・
　　　　　ものづくりワークショップ
　　　　　食のバザー：焼きそば・豚汁・
　　　　　おにぎり・寿司・ハートラ焼など
＊主　催　引田交流館さくらまつり実行委員会
＊問合先　人権センター大内交流館 ℡２５-４３４９

引田交流館さくらまつり

みなさん、
きてくださいね！

　先生からこのような話がありました。人間の子どもは、与
えられた環境によって大きく成長が違ってくると言われます。
それは、自然環境であったり、社会環境であったり、あるい
は家庭環境。そして、精神的いちばんの環境は身近な存在の
両親です。その中でも最も大きな環境はお母さん。だってお
腹の中にいるときから環境を与えているのですから。
　私たちは周りに支えてくれる人がいたから何とか子育てが
出来てきました。１人目の子のとき、どうやって育てたらいい
かわからず、不安でいっぱいだったことでしょう。とにかく
ちょっとしたことでドキドキしたり、泣くとどこか悪いんじゃ
ないかと心配してします。そういうお母さんの感情を敏感に
受け取って成長する１人目は、どうしても神経質になってし
まうといいます。
　とかく私たち親は、自分の思いに合うところに線引きをし
て、これに合うものは良く、外れているものはダメと思って
しまいがちです。例えば、兄弟げんかをしているとだいたい
お兄ちゃんを叱りますね。お兄ちゃんが弟をぶったところだ
け見たりして。でもたいていは、何かしら弟がチョッカイを
出していることが多いものです。だけど、いつも叱られるの
はお兄ちゃん。すると「いつだって僕だけ叱られる。お母さ
んは僕のことが嫌いなんだ」と思ってしまいます。こういう
ことから自己肯定感を持てない子どもに育ってしまうのです。
喧嘩両成敗といいます。きちんと双方の言い分を聞いてから
叱るようにしましょう。

【問合先】市教委生涯学習課　℡２６-１２３８
　　　　　　　　　　　

「だいじょうぶ　気づいた時が出発点」Ver.2

育つ環境で子どもは違ってくる
「だいじょうぶ　気づいた時が出発点」Ver.2

育つ環境で子どもは違ってくる

平成 25年度をふりかえって平成 25年度をふりかえって
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めざせ、健康東かがわ

★麻しんについて
　麻しんは感染力が強く予防接種を受けないと多くの
人がかかる病気です。発熱、せき、鼻汁、めやに、発
疹を主な症状とし、最初の3～ 4日間は38℃前後の熱
で、一時おさまりかけたと思うと、また 39～ 40℃の
高熱と発疹がでます。
　合併症として、気管支炎、肺炎、中耳炎、脳炎があ
ります。

★風しんについて
　風しんウイルスの飛沫感染によって起こり、潜伏期
間は２～３週間で、発疹、発熱、リンパ節の腫れが主
な症状です。
　合併症として、関節痛、血小板減少性紫斑病、脳炎
などが報告されています。

★接種対象年齢と接種時期（26年度）
　

【問合先】市民部保健課健康づくりグループ　℡２６-１２２９

一度来てみて！高齢者憩いの場

　どんなところ？
　介護予防のために、みんなで
寄って楽しく過ごす場です。
　外出すること・誰かに会うこ
とは、介護予防やひきこもり防
止のためにとても大切なことで
す。憩いの場は、来たいときに
来られる場所です。気軽に寄っ
てみてください。

どんなことをしているの？

　　　　場　　所　　　　開設日　　　開設時間

白鳥保健センター
（市社会福祉協議会本所内）

毎週
月・木・金

10 時～ 12 時
13 時～ 15 時
（12 時～ 13 時は

スタッフ不在です）
大内保健センター
（大内公民館内）

毎週
水・木・金

【申込・問合先】　市民部保健課 地域包括グループ
　　　　　　　 　℡２６-１２６１

麻しん風しん混合ワクチン接種を
～麻しん（はしか）、風しんの予防～
　麻しんと風しんに対する免疫をつける予防接種です。
　１歳から2歳の間に麻しん・風しんにかかる可能性が
高いので、麻しん風しん混合ワクチンを１歳になったら
なるべく早く１回目を接種し、より高い予防効果を得る
ため、小学校入学前の１年
間に2回目を接種します。
　対象年齢になりましたら、
麻しん風しん混合ワクチン
を接種しましょう。

小学校入学前１年間
（4月1日～3月31日まで）
（平成 20年 4月 2日から
　平成 21年 4月 1日生）

接種可能年齢     接種回数　　通知時期

第 1期

第 2期

１歳以上２歳未満 １回

１回

生後11ヵ月
になる月末

小学校入学
前年の４月

＊送迎はありません。
＊自立している人が対象ですので、介護職員
　はいません。
＊祝祭日はお休みです。悪天候で警報が出て
　いる場合などは休みになることがあります。

★おしゃべり　　★頭の体操・ゲーム　　
★音楽　　★お楽しみタイム（踊りの披露など）
★軽い運動　　★作品づくり
★保健師・社会福祉士などのお話（月 1回程度）

●主な役割
　施設に訪問し、施設と利用者の間に
立ってお互いの思いを伝え合う「橋渡
し役」「相談役」となります。
　施設を訪問（月 2 回程度）
して利用者の話を伺い、利用
者の立場に立って、介護サー
ビスに関するご意見・要望を
施設の人に伝えます。

【申込・問合先】　市民部保健課 地域包括グループ ℡２６-１２６１

介護相談員の募集
　●介護相談員になるには
　資格は特に必要ありませんが、介護相談員養成研修
を受講していただきます（下記参照）。研修で、介護
相談員の役割や介護保険制度について学んだ後、活動
していただきます。
　●募集内容
　☆募集人員　1人
　☆応募方法　履歴書を提出
　☆選考方法　書類審査・面接で決定
　☆募集期間　4月 30日（水）まで
　☆養成研修　5月 27日（火）～ 30日（金）
　　　　　　　7月　3日（木）大阪
　※研修費用、旅費は市が負担します。

介護相談員の活動
高齢者に「話せる人がいる安心」を

『ボランティアさん募集中』
　来場者のおしゃべり相手や見守りをしてくださる
人を募集しています。
　年齢・性別・資格は問いません。
　毎回参加ではなく、月１回や不定期のボランティ
アでもかまいませんので、興味のある人は、ぜひ地
域包括支援センターまでお電話ください。
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　４月１日に丹生小学校・丹生幼稚園跡地に丹生コミュニティセンター
が開館します。　　　　
　丹生公民館で行われている生涯学習講座や周辺住民の広域避難場所
や選挙時の投票所も移ることになります。　　　　　　　　　　　　　　　
　コミュニティセンターの開館に伴い丹生公民館は閉館し、跡地には
大川広域消防本部と東消防署が移転されます。
　また、丹生コミュニティセンターの管理運営については「丹生地区
活性化協議会」が指定管理事業者となって行います。施設利用料金は、
次のとおりです。
　なお、体育館は耐震改修工事を実施中のため、しばらくの間は利用
ができません。　　　　　【問合先】市教委生涯学習課　℡２６-１２３８

70歳～74歳のみなさんへ医療費の自己負担割合のお知らせ
　4月1日から、70歳から74歳の人の医療費の自己負担
割合が次のようになります。

※所得区分の見直しが行われる8月に、負担割合が変更
　になる場合があります。
※75歳になると、後期高齢者医療制度で医療を受ける
　ことになります。一定の障がいがある人は、65歳を
　過ぎると、後期高齢者医療制度で医療を受けること
　ができます。
（後期高齢者医療制度に加入している人は、変更あり
　ません）

　70歳から74歳までの人のうち、現役並み所得者以外の
方の医療費の自己負担割合は、法律により2割と定めら
れていますが、平成25年度までは凍結措置により、１割
に据え置かれていました。
　26年度から、新たに70歳になる人は、70歳の誕生日
の翌月（１日生まれの人はその月）から、順次自己負担
割合が本来の2割に変更されることとなり、平成31年度
には70歳から74歳のすべての人が、2割負担で統一され
ることになります。 

昭和19年4月2日以降　　　　　
に生まれた人　　　　　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

8:30～12:00 12:00～17:00 17:00～22:00 22:00～翌日8:30 冷暖房使用時の加算
多目的室 1・２・３
交流ルーム
和室１・２

１回　1,500円 1回　2,000円 1回　2,000円 1回　1,000円

調理室 １回　2,000円 1回　2,500円 1回　2,500円 1回　1,500円
ミーティングルーム
アリーナ（体育館）
運動広場
上記以外のエリア

１回　1,000円 1回　1,000円 1回　1,000円 1回　1,000円

１回　3,000円 1回　3,000円 1回　3,000円 1回　3,000円

　　　　　　　　使用時間室　名

1時間当たり200円

 

日時　4月6日（日）9時30分から
（除幕式は10時30分から）

場所　丹生コミュニティセンター

【問合先】丹生地区活性化協議会
丹生小学校閉校実行委員会

　　℡２４-０３３０

道路整備事業とは
　市道、管理農道及び林道以外の道路で公益上必要な道路の
整備を申請者に代わり市が施行し、その費用の一部を受益者
から徴収する事業です。

○事業の対象となる道路
　・受益戸数または受益者数が２以上である道路
　・道路を相互に連絡する道路
　  （接続道路の幅員は 1.2 メートル以上のもの）
　・道路及び水路を連絡する道路
　  （接続道路は 0.9 メートル以上のもの）

○事業採択基準
　・道路新設改良事業
　　　道路の有効幅員が、改良後 3.0 メートル以上で、かつ、
　　１カ所の事業費が 100 万円以上のもの。
　・橋梁整備事業
　　　橋梁（床版橋を含む。）の有効幅員が、改良後3.5メート
　　ル以上で、かつ、１カ所の事業費が 100 万円以上のもの。

　・舗装整備事業
　　　道路の有効幅員が、2.0 メートル以上（ただし、住宅
　　密集地の路地で地形等の理由により改良不可能な場合は
　　この限りでない）で、かつ、1 カ所の事業費が 30 万円
　　以上でありアスファルト舗装またはコンクリート舗装と
　　するもの。
　・道路維持修繕事業
　　　１カ所の事業費が 100 万円未満のもの。

○地元負担率　市長が認定した事業費の30％以内の額。

○申請受付期限　6月 30 日（月）まで

【問合先】事業部建設課　℡３３-２５０１
市ホームページ（くらしガイド）にも詳しく
掲載しています。

道路整備事業（分担金事業）地域で利用する道路の整備

丹生コミュニティセンター開館

昭和19年4月1日以前
に生まれた人

医療機関にかかったとき
に、窓口で医療費の２割
を自己負担します。
ただし、現役並み所得者
の人は、３割を自己負担
します。

医療機関にかかったとき
に、窓口で医療費の１割
を自己負担します。
ただし、現役並み所得者
の人は、３割を自己負担
します。

丹生コミュニティセンター利用料金・設備使用料金

自己負担割合　2割 自己負担割合　1割

※減額・免除措置があります。くわしくはお問い合せください。

体育館・
運動場

コミュニティ
センター

丹生コミュニティセンター
オープニングセレモニー

丹生小学校閉校記念モニュメント
除幕式について

丹生コミュニティセンター
オープニングセレモニー

丹生小学校閉校記念モニュメント
除幕式について
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「
き
て
！
み
て
！
つ
な

が
ろ
う
！
作
っ
て
、
遊
ん

で
、
ふ
れ
あ
っ
て
」
を
テ

ー
マ
に
児
童
館
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

や
子
ど
も
た
が
参
加
。
子

ど
も
た
ち
は
バ
ザ
ー
や
手

づ
く
り
の
屋
外
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
ク
ラ
フ
ト
づ
く

り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

白
鳥
・
ま
つ
ば
ら
児
童
館
ま
つ
り

２
月
９
日

ま
つ
ば
ら
児
童
館

花
開
く
歌
声
た
ち

２
月
15
日

引
田
公
民
館

三
本
松
・
福
栄
・
本
町
小
学
校

引
２
月
８
・
９
日

引
田
公
民
館

第
３１
回
引
田
公
民
館
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
２
日

間
で
約
６
０
０
人
が
来
館

し
、
作
品
展
や
発
表
会
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
を
受
講
し

て
い
る
受
講
生
た
ち
が
参

加
し
、
歌
や
踊
り
、
大
正

琴
な
ど
の
演
奏
を
披
露
。

引
田
こ
ど
も
茶
道
教
室
が

お
茶
席
を
設
け
、
子
ど
も

た
ち
が
来
場
者
に
お
手
前

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
３
小
学
校
で
２
分
の
１
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
分
の
１
成
人
式
と
は
２０
歳
の
半
分
、
小
学
校
４

年
生
、
１０
歳
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
の
記
念
式
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
１０
歳
に
な

っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て

も
考
え
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
保
護
者
に
伝
え
ま
し
た
。

親
子
で
手
紙
の
交
換
を
す
る
な
ど
、
参
加
し
た
保
護

者
は
「
感
動
し
ま
し
た
」
と
涙
す
る
場
面
も
。

三
本
松
小
の
稲
井
さ
ん
は
、「
今
日
の
式
は
と
て
も

心
に
残
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
お
祝
い

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
の
成
人
式
を
迎
え
る
ま
で
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張

ろ
う
と
い
う
決
意
の
日
に
も
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

田
公
民
館
ま
つ
り

▲福栄小学校

▼三本松小学校

恒
例
の
第
１１
回
「
春
待
ち
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
音
楽

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
植
松
お
さ
み
さ
ん
ら

の
協
力
を
得
て
開
催
。
三
谷
文

菜
さ
ん
（
引
田
出
身
）
と
井
川

明
子
さ
ん
（
善
通
寺
市
出
身
）

が
、
歌
声
と
ピ
ア
ノ
で
音
楽
の

楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

子
ど
も
た
ち
と
「
う
れ
し
い
ひ

な
ま
つ
り
」
の
大
合
唱
で
し
た
。

2
分
の
１
成
人
式

元
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
の
植

田
辰
哉
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
ド
リ
ー
ム

ク
リ
ニ
ッ
ク
２
０
１
４
植
田
辰
哉
キ
ッ
ズ
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
陣
は
、
基
本
の
大
切
さ
を
熱
心

に
指
導
し
、
技
術
的
な
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
声
を
出
す
こ
と

の
大
切
さ
や
競
技
に
対
す
る
心

構
え
な
ど
競
技
へ
の
取
り
組
み

方
な
ど
を
指
導
。
植
田
さ
ん
は

子
ど
も
た
ち
に
「
中
学
校
や
高

校
で
も
通
用
す
る
選
手
に
な
る

に
は
基
本
が
一
番
大
事
。
将
来
、

市
内
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

目
指
す
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
月
１
日

と
ら
ま
る

て
ぶ
く
ろ
体
育
館
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市
老
連
主
催
の
芸
能
大
会

が
２
月
１
日
、
ベ
ッ
セ
ル
お

お
ち
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
延
令
ク
ラ
ブ
か
ら
も

出
場
致
し
ま
し
た
。
本
場
琴

平
町
よ
り
取
り
寄
せ
た
「
金

比
羅
舟
々
」
の
リ
ズ
ム
に
鳴

り
物
の
太
鼓
と
鈴
を
混
じ
え

男
女
１５
名
で
賑
や
か
に
楽
し

く
金
比
羅
舟
々
を
踊
り
ま
し

た
。
観
客
の
皆
さ
ん
も
大
喜

び
で
、
こ
の
様
な
場
を
作
っ

て
頂
い
た
関
係
者
の
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
延
令
ク
ラ
ブ
文
化
部
）

指
せ
！

四
国
大
会
初
戦
突
破
！！

目私た
ち
、
白
鳥
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
は
、
昨
年
１２
月
に
行
わ
れ
た
地
区
大
会

で
優
勝
し
、
２
月
の
県
大
会
で
は
準
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

３
月
末
に
行
わ
れ
る
四
国
大
会
に
向
け
、

「
す
べ
て
に
感
謝
」
を
合
言
葉
に
チ
ー
ム
一

丸
と
な
り
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
四
国

大
会
で
は
日
々
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
白
鳥
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）

恒
例
の
引
田
ひ
な
ま

つ
り
が
、
引
田
の
古
い

町
並
み
一
帯
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
企
画
と
し
て
引
田
市

松
人
形
の
人
気
投
票
「
Ｈ
Ｉ
Ｎ
４８

総
選
挙
」
も
行
わ
れ
、
１
０
０
体

以
上
の
立
候
補
の
中
か
ら
４８
体
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
引
田
中
学
校
１
、
２
年

生
３３
人
が
「
ひ
な
ま
つ
り
お
接
隊
」

と
し
て
来
場
者
を
も
て
な
す
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
、
駅

前
で
会
場
ま
で
の
道
順
を
案
内
、

駐
車
場
で
は
湯
茶
や
ハ
マ
チ
の
あ

ら
汁
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
三
本

松
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

も
参
加
し
、
晴
れ
着
姿
で
来
場
者

に
道
案
内
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
約
５
３

０
０
０
人

が
訪
れ
、
引
田
の
町
並
み
一
帯
は

大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

２月２1日から２８日にかけて、三本松港に海
ごみ回収用のコンテナを設置し、市内漁業者
の協力を得て、海ごみ対策推進事業が実施さ
れました。
この事業は、美しい海を目指し、県のほか内陸部を含む全市町及

び漁業者が、県海ごみ対策推進協議会を設立して実施したもので、市
内では1,８００kgもの海ごみが回収されました。
底引き網などにかかった海ごみのほとんどが、ペットボトルなど

のプラスチック製品でした。豊かな海を取り戻すためには、海や河
川にごみを捨てないことが何よりも大切です。

能
大
会
出
場
！
延
令
ク
ラ
ブ
　

芸

海 三本松港周辺
ごみ1,800kg回収

,

10



入
居
資
格（
共
通
）

●
住
宅
に
困
っ
て
い
る
。

●
持
ち
家
が
な
い
。

●
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
。（
世
帯
全
員
）

●
申
請
者
ま
た
は
同
居
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
。

入
居
資
格（
ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
以
外
）

●
現
在
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
入
居
決
定
日
よ
り
、
３
カ
月
以
内
に
婚

姻
届
を
提
出
で
き
る
人
を
含
む
）が
い
る
。

●
離
婚
を
前
提
と
し
た
別
居
の
た
め
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
収
入
基
準
に
合
っ
て
い
る
。（
世
帯
全
体
の
所

得
を
合
算
し
、
諸
控
除
額
を
差
し
引
い
た
月
収

額
）

宮
脇　
　

11
万
４
千
円
以
下（
裁
量
の
場
合
は

　
　
　
　

15
万
８
千
円
以
下
）

公
営　
　

15
万
８
千
円
以
下（
裁
量
の
場
合
は

　
　
　
　

21
万
４
千
円
以
下
）

特
公
賃　

15
万
８
千
円
を
超
え
48
万
７
千
円
以
下

●
そ
の
他
、
東
か
が
わ
市
営
住
宅
条
例
等
に
規

定
す
る
条
件
を
備
え
て
い
る
。

入
居
資
格（
ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
）

●
東
か
が
わ
市
に
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
。

●
40
歳
未
満
で
婚
姻
関
係
に
あ
る
。

（
入
居
決
定
日
よ
り
、
３
カ
月
以
内
に
婚
姻
届

を
提
出
で
き
る
人
を
含
む
）

●
そ
の
他
、
東
か
が
わ
市
営
若
者
定
住
促
進
住

宅
条
例
等
に
規
定
す
る
条
件
を
備
え
て
い
る
。

必
要
書
類　

●
入
居
申
込
書　

●
住
民
票
謄
本

●
所
得
課
税
証
明
書　

●
納
税
完
納
証
明
書

受
付
期
間　

４
月
１
日（
火
）～
14
日（
月
）

　
　
　
　
　

17
時
15
分
ま
で

受
付
場
所　

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

申
込
み
多
数
の
場
合
、
公
開
抽
選
を

４
月
22
日（
火
）13
時
30
分
か
ら
引
田
公
民
館
２

階
第
二
講
義
室
で
行
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
事
業
部
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
33
‐
２
５
０
１

　

今
秋
の
讃
州
井
筒
屋
敷
や
そ
の
近
辺
で
の

「
世
界
の
人
形
展
」
は
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
イ
ヤ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
同
国
の
人
形
づ
く
り
や
料
理

づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
に
関
す
る
講
演
や

踊
り
の
実
習
も
行
い
、
本
場
の
タ
ン
ゴ
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
50
カ
国
の
約
１
，
０
０
０

体
の
「
人
形
の
飾
り
つ
け
」
や
「
来
客
の
お
も

て
な
し
」
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
９
月
20
・
21（
土
日
）、
27
・
28（
土
日
）、

10
月
４
・
５（
土
日
）の
９
時
～
17
時（
昼
食
提

供
）で
す
。
午
前
、
午
後
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
市
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

http://w
w
w
.hnt.or.jp/

世
界
の
人
形
展
実
行
委
員
会（
会
長
三
好
鋭
郎
）

h
ttp
s://sites.g

oog
le.com

/site/
w
orlddollsexhibition/

讃
州
井
筒
屋
敷
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
23
‐
８
５
５
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23
‐
８
５
５
１

　

本
市
で
は
、
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
人
材
を

発
掘
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学
習
を
支

援
し
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
子
ど
も
が
好
き
で
、
み
な
さ
ん

の
特
技
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
た
だ
け
る

人
。
通
学
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。
特
に
、
公
民
館
で
講
座
を
指

導
、
受
講
さ
れ
て
い
る
人
で
、
子
ど
も
た
ち
に

教
え
た
い
と
い
う
人
は
大
歓
迎
で
す
。

　

登
録
条
件
は
、
子
ど
も
が
好
き
で
、
概
ね
70

歳
ま
で
の
人
で
す
。
ま
た
、
登
録
申
請
書
を
生

涯
学
習
課
ま
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
内
容
を

確
認
後
、
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
・
問
合
先
】
市
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８　

担
当　

中
川

＊
登
録
申
請
書
は
各
庁
舎
窓
口
・
市
教
委
生
涯

　

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集（
４
月
分
）

募

集

宮
脇
団
地
（
１
戸
）

所

在	

吉
田
５
０
０
番
地
４

間
取
り	

４
Ｄ
Ｋ（
２
階
建
て
）

家

賃	

１
３
，７
０
０
～
２
０
，４
０
０
円

横
内
下
第
２
団
地
（
公
営
・
１
戸
）
／
３
階

所

在	

横
内
５
９
１
番
地

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
９
，６
０
０
～
３
８
，６
０
０
円

ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
山
の
上
（
１
戸
）
／
２
階

所

在	

南
野
５
９
５
番
地
１

間
取
り	

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家

賃	

２
４
，０
０
０
円

大
川
団
地
（
特
公
賃
・
２
戸
）
／
１
階
・
２
階

所

在	

引
田
２
９
９
番
地
２
１

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

４
０
，０
０
０
～
５
５
，０
０
０
円

大
川
団
地
（
公
営
・
１
戸
）
／
１
階

所

在	

引
田
２
９
９
番
地
１
８

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
７
，７
０
０
～
３
４
，７
０
０
円

山
下
団
地
（
公
営
・
１
戸
）
／
１
階

所

在	

湊
１
１
８
３
番
地
３

間
取
り	

２
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
３
，９
０
０
～
２
７
，３
０
０
円

大
栄
団
地
（
公
営
・
３
戸
）
／
１
階
・
２
階

所

在	

引
田
３
１
０
番
地

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
５
，５
０
０
～
３
１
，６
０
０
円

◎�

駐
車
場
使
用
料
２
，０
０
０
円（
１
台
／
月
額
）

共
益
費
が
必
要
で
す
。�

要
件
を
満
た
し
た
連
帯
保
証
人
１
人
と
、
家
賃

３
カ
月
分
の
敷
金
が
必
要
で
す
。

市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

11

中
筋
団
地
（
特
公
賃
・
１
戸
）
／
１
階

所

在	

中
筋
４
８
２
番
地
２

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

５
０
，０
０
０
～
６
５
，０
０
０
円

「
世
界
の
人
形
展
２
０
１
４
」

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

山
下
団
地
（
特
公
賃
・
１
戸
）
／
２
階

所

在	

湊
１
１
８
３
番
地
３

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

５
０
，０
０
０
～
６
５
，０
０
０
円



Ｖ
Ｓ
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス

日
時　

４
月
20
日（
日
）
13
時
～

会
場　

高
松
市
総
合
体
育
館

出
発　

11
時　

白
鳥
庁
舎
集
合（
バ
ス
で
送
迎
）

定
員　

先
着
30
人　

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

左
記
ま
で
電
話
で
申
込
み

【
申
込
先
】
市
教
委
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
審
査
結
果
は
７
月
中
旬
に
発
表
の
予
定

【
問
合
先
】　

公
益
財
団
法
人
赤
澤
記
念
財
団

事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　

℡
25
‐
２
２
２
１

市
教
委
生
涯
学
習
課　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８

総
務
部
政
策
課　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
１
５

○
仮
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
対
象
の
人

　

４
月
年
金
支
給
か
ら
年
金
天
引
き
が
開
始
さ

れ
、
２
月
天
引
き
分
と
同
額
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
天
引
き
が
開
始
さ
れ

る
人（
２
月
に
天
引
き
が
さ
れ
て
い
な
い
人
）に

つ
い
て
は
、
24
年
中
の
所
得
を
基
に
仮
計
算
さ

れ
た
保
険
料
の
１
／
６
相
当
の
額
が
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

　

26
年
度
の
保
険
料
額
が
確
定
後
、
10
月
以
降

の
天
引
き
分
で
残
り
の
保
険
料
額
の
調
整
が
行

わ
れ
ま
す
。

○
仮
徴
収
の
対
象
外
の
人

　

６
月
に
保
険
料
が
確
定
後
、
７
月
か
ら
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
年
金
天
引
き
に
移
行
で
き
る
人
は
、
10

月
か
ら
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
で
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
変
更
を
ご
希
望
の
人

は
、
市
役
所
各
窓
口
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
天
引
き
か
ら
納
付
書
に
よ
る
保
険

料
の
支
払
い
へ
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】

　
　

市
民
部
保
健
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
２
９

　

こ
の
た
び
白
鳥
中
央
公
園
芝
生
広
場
の
大
型

遊
具
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

サ
ク
ラ
の
季
節
、
ぜ
ひ
お
子
様
連
れ
で
ご
来

場
く
だ
さ
い
！

【
問
合
先
】
市
教
委
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
及
び
運
営
に
関
し
、

被
保
険
者
の
代
表
者
の
一
人
と
し
て
、
意
見
を

述
べ
て
い
た
だ
く
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員　

２
人

募
集
期
間　

４
月
１
日（
火
）～
25
日（
金
）ま
で

応
募
資
格　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
満
75
歳
以

上（
４
月
１
日
現
在
）の
人

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
郵
送
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
及
び
応
募
用
紙
は

後
期
高
齢
者
医
療
主
管
課
及
び
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
あ
り
ま
す
。（
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。）

【
問
合
先
】
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
１
１
‐
１
８
６
６

　

公
益
財
団
法
人
赤
澤
記
念
財
団
が
、
今
年
度

の
奨
励
助
成
金
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日（
火
）～
５
月
15
日（
木
）

申
込
方
法　

教
育
・
文
化
事
業
に
関
す
る
も
の

は
市
教
委
、
地
域
振
興
事
業
に
関
す
る
も
の
は

政
策
課
で
相
談
、
申
込
用
紙
の
交
付
、
受
付
け

な
ど
を
し
ま
す
。

　

各
窓
口
で
用
紙
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
の
他
に
会
則
ま
た
は
定
款
、

事
業
計
画
、
収
支
計
画
、
見
積
書
な
ど
を
添
付

お
知
ら
せ

奨
励
助
成
金
の
受
付

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

懇
話
会
の
公
募
委
員
募
集

12

○香川県証紙の売さばき所が９月末で変更となります。

　10月１日から取扱いが白鳥庁舎のみとなります。
ご迷惑をおかけいたしますが、みなさんのご理解、
ご協力をお願いします。
取扱時間　8：30～17：15	
土･日・祝、12月29日～１月３日を除く	

大内庁舎・引田庁舎での香川県証紙
の売さばき所が廃止になります

大内庁舎（大内窓口） 三本松 1172 番地 25‐2111

引田庁舎（引田窓口） 引田 513 番地 1 33‐2500

白鳥庁舎（出納室） 湊 1847 番地 1 26‐1217

取扱場所 住　所 電話番号

白鳥庁舎（出納室） 湊 1847 番地 1 26‐1217

取扱場所 住　所 電話番号

【問合先】　出納室　　℡26‐1217

９月末まで

10月から

高
松
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ
を

応
援
に
行
こ
う
！

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
を

白
鳥
中
央
公
園
の
遊
具
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル



　

飼
い
犬
に
は
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は

人
に
も
感
染
し
、
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
死
亡
す
る

恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。

４
月
２
日
か
ら
各
地
区
で
実
施

日
程　

本
紙
３
月
号
と
同
時
配
布
し
た
チ
ラ
シ

参
照（
各
庁
舎
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
）

料
金　

２
，
８
５
０
円（
新
規
登
録
の
場
合
は
、

登
録
手
数
料
が
別
途
３
，
０
０
０
円
必
要
）

　

予
防
注
射
の
案
内
状
が
届
い
た
人
は
、
問
診

票
に
記
入
し
て
接
種
会
場
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

　

新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
申
請
書（
チ
ラ

シ
掲
載
）を
記
入
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】　

市
民
部
環
境
衛
生
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
２
６

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や

せ
ま
す　

　

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付

し
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
後
納

制
度
を
利
用
し
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

後
納
制
度
利
用
期
限　

27
年
９
月
30
日
ま
で

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使
用
期
限
」
に
ご

注
意
く
だ
さ
い　

　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た
人
は
、

納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限（
３
月
31
日
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

16
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料
は
、
10
年
を

超
え
る
た
め
４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
の
申
込
み
・
納
付
書
の
再
発
行
の
お

問
合
せ
は　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
　

０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

　
　

ま
た
は
、
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
０
１
５

〈
受
付
時
間
〉
月
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

火
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分 

　

第
２
土
曜
日　

９
時
30
分
～
16
時 

※
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29
日

～
１
月
３
日
休
み 

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話
か
ら

か
け
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通

話
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以
外（
携
帯
電
話

な
ど
）か
ら
か
け
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

※
「
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
０
１
５
」
に
か
け

る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。 

※
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省
略
し

た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電
話
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、

掛
け
間
違
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日
が
、

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

毎
月
最
終
週
火
曜
日
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

※
大
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
毎
月
最
終
週
水
曜
日
午
後
が
休
館
。

【
問
合
先
】

　

一
般
財
団
法
人
東
か
が
わ
市
ス
ポ
ー
ツ
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
24
‐
１
８
１
０

　

空
き
家
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
処
分
し
た
い
、

管
理
を
頼
み
た
い
、
近
所
の
空
き
家
で
困
っ
て

い
る
、
そ
の
他
何
で
も
相
談
し
て
一
緒
に
解
決

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
研
修
会
は
建
築
士
・
司
法
書
士
・
税
理

士
な
ど
の
不
動
産
に
関
す
る
プ
ロ
が
相
談
を
受

け
、
み
ん
な
が
意
見
を
出
し
合
い
良
い
答
え
を

出
そ
う
と
つ
く
ら
れ
た
団
体
で
す
。

日
時　
４
月
６
日（
日
）
10
時
～
12
時（
受
付
11
時
30
分
ま
で
）

場
所　

市
交
流
プ
ラ
ザ　

第
１
市
民
会
議
室

【
問
合
先
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
空
き
家
活
用
研
究
会

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
７
１
‐
１
０
０
１

　

香
川
大
学
教
員
や
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

に
よ
る
、
市
内
の
企
業
や
商
店
を
対
象
と
し
た

知
的
財
産
・
技
術
課
題
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
17
日（
木
）
９
時
30
分
～
12
時

（
事
前
予
約
必
要
）

会
場　

市
交
流
プ
ラ
ザ　

第
５
講
座
室

【
問
合
先
】
一
般
社
団
法
人
香
川
県
発
明
協
会

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
６
９
‐
９
０
０
４

日
時　
４
月
４
日（
金
）　

場
所　
県
庁
東
館
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
に
所
属
す
る
不

動
産
鑑
定
士（
３
名
程
度
）が
、
土
地
・
建
物
等

の
不
動
産
の
価
格
や
土
地
取
引
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

【
問
合
先
】
公
益
社
団
法
人
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
２
２
‐
８
７
８
５

　

電
波
適
正
利
用
推
進
員
は
、
総
務
省
四
国
総

合
通
信
局
長
か
ら
電
波
利
用
環
境
に
関
す
る
活

動
に
つ
い
て
委
嘱
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
混
信
・
受
診
障
害
な
ど
電
波
の
利
用
に

関
し
て
お
困
り
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
電
波
適
正
利
用
推
進
員
協
議
会
ご
相
談
窓
口

http://w
w
w
.cleandenpa.net/

日
時　

①
５
月
17
日（
土
）～
２
月
21
日（
土
）

　
　
　

９
時
45
分
～
11
時
45
分

　
　
　

全
22
回（
基
本
毎
月
土
曜
日
祝
祭
日
を
除
く
）

　
　
　

②
５
月
24
日（
土
）～
２
月
28
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場　

①
市
交
流
プ
ラ
ザ　

②
高
松
市
総
合
福

祉
会
館

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
，
２
４
０
円
、

補
助
教
材
費
１
，
０
５
０
円
必
要
）

受
講
資
格　

義
務
教
育
終
了
。講
座
、手
話
サ
ー

ク
ル
体
験
、
聴
覚
障
害
者
協
会
行
事
に
参
加
で

き
る
人
。

定
員　

40
人　

締
切　

４
月
25
日（
金
）

申
込　

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
受
講

会
場
を
記
入
し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
６
１
‐
８
０
７
４

高
松
市
太
田
上
町
４
０
５
‐
１

県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
入
門
編
」
係

【
問
合
先
】
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
６
８
‐
９
２
０
０

　
　
　
　
　
　

０
８
７
‐
８
６
８
‐
９
２
０
１

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

相

談

13

空
き
家
何
で
も
無
料
相
談
会

知
的
財
産
・
技
術
相
談
会

不
動
産
鑑
定
無
料
相
談
会

電
波
に
関
す
る
相
談

国
民
年
金
後
納
制
度
と
は

講

座

手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日
変
更



【
次
回
締
切
日
】

※
投
稿
に
は
「
短
歌
」「
川
柳（
必
ず
２
句
）」「
俳
句
」
の
別
を
明
記
し
、

作
品
に
ふ
り
が
な
と
簡
単
な
解
説
を
添
え
書
き
し
て
１５
Ｐ
の
宛
先
ま
で

５
月
２６
日
（
月
）　

７
月
号
に
掲
載

14

東
か
が
わ
柳
壇
「
雑
詠
」

成
重
放
任　

選

俳
句
「
雑
詠
」

桑
島
正
樹　

選

短　
　
　

歌

松
家
満
子　

選

２
月
の
事
故
な
ど
の
件
数

東
か
が
わ
市
管
内
の
事
故
な
ど
の
発
生
件
数

※
（　

）
内
は
１
月
か
ら
の
累
計

人
身
事
故　
　

１５
件　

（
４２
件
）

　

う
ち
死
亡　

０
件　

（
０
件
）

救
急　
　

１
２
４
件　

（
２
８
４
件
）　

火
災　
　
　
　

２
件　

（
４
件
）

病
院
の
窓
よ
り
眺
む
雪
し
ぐ
れ　
　
　
　

堀　

サ
チ
子

一
茶
忌
や
雀
を
探
す
回
り
道　
　
　
　
　

松
浦　

榮
子

鍵
穴
を
探
り
当
て
た
る
月
明
り　
　
　
　

橋
本　

時
子

我
が
性
は
枇
杷
の
花
に
も
似
た
る
か
な　

松
本
た
ま
き

幼
児
が
鬼
は
外
か
と
身
構
へ
る　
　
　
　

小
西
忠
三
朗

お
祓
い
を
受
け
て
新
た
な
年
と
な
る　
　

松
下
富
美
子

水
仙
を
無
縁
墓
に
も
供
え
け
り　
　
　
　

坂
本　

麗
子

山
椿
粋
に
さ
し
た
る
遍
路
笠　
　
　
　
　

片
岡　

俊
子

笑
顔
咲
く
成
人
式
の
晴
れ
姿　
　
　
　
　

今
井
十
四
三

車
や
め
バ
ス
停
で
み
る
冬
の
雲　
　
　
　

蒲
谷　

是
孝

裏
木
戸
を
す
る
り
と
抜
け
て
猫
の
恋　
　

馬
木
富
士
子

肩
寄
せ
て
同
じ
傘
中
春
時
雨　
　
　
　
　

安
冨　

友
美

大
根
を
主
人
に
頼
む
と
最
高
だ　
　
　
　

片
山　

和
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
う
姿
が
愛
ら
し
い　
　

中
川
紀
代
美

選
者
吟

咲
く
力
残
し
て
椿
落
ち
に
け
り　
　
　
　

桑
島　

正
樹

ま
だ
夢
は
捨
て
ず
に
ボ
ケ
て
な
ど
お
れ
ぬ　

原　
　
　

賢

な
ら
ぬ
事
な
ら
ぬ
と
言
え
ぬ
ス
ネ
の
傷　

川
崎
ひ
か
り

朝
ド
ラ
を
見
て
か
ら
主
婦
を
こ
な
す
日
　々

清
川　

玲
子

一
筆
の
添
え
書
き
光
る
年
賀
状　
　
　
　

若
生　

祥
子

年
金
が
素
通
り
孫
の
新
学
期　
　
　
　
　

伊
勢
八
重
子

買
う
物
を
書
い
た
が
メ
モ
を
忘
れ
て
来　

坂
本　

麗
子

今
日
も
ま
た
呆
け
ず
に
い
こ
う
合
言
葉　

蒲
谷　

是
孝

日
記
帳
ネ
タ
に
困
ら
ぬ
憩
の
場　
　
　
　

松
下
富
美
子

春
ち
か
し
う
め
の
か
お
り
も
風
に
の
り　

中
川
ゆ
う
た

夜
明
け
前
今
日
の
命
を
有
り
難
い　
　
　

中
川
紀
代
美

こ
ん
に
ち
わ
共
に
よ
ろ
け
る
ク
ラ
ス
会　

馬
木
富
士
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
お
っ
て
笑
顔
朝
昼
晩　
　

今
井
十
四
三

プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
る
と
視
野
も
広
く
な
る　
　

尾
い
さ
む

焼
香
の
煙
が
し
み
る
通
夜
の
席　
　
　
　

山
上　

幸
子

好
き
だ
よ
と
言
え
ず
に
初
恋
卒
業
す　

野
崎　
　

勝

ソ
チ
五
輪
拍
手
を
送
っ
た
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

孝
一

独
り
立
ち
足
り
無
い
と
こ
ろ
冥
利
有
り　

小
西
忠
三
朗

日
日
元
気
老
い
吹
っ
飛
ば
す
笑
い
声　

定
国
ト
モ
ヱ

年
取
り
て
結
婚
記
念
日
寺
参
り　
　
　

片
岡　

俊
子

寒
く
と
も
年
金
の
日
は
皆
元
気　
　
　

長
町
サ
ヱ
コ

ド
ラ
イ
ブ
で
あ
っ
ち
こ
っ
ち
へ
行
き
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

和
子

軸た
だ
咲
い
た
桜
に
人
は
酔
い
し
び
れ　

成
重　

放
任

石
段
の
手
摺
を
た
よ
り
登
り
来
て

　

神
馬
の
前
に
息
と
と
の
え
る　
　
　
　

山
上　

幸
子

三
年
の
日
記
帳
も
後
わ
づ
か

　

誰
に
も
見
せ
ぬ
我
の
宝
物　
　
　
　
　

長
尾　

桂
子

五
十
鈴
川
渡
り
て
歩
む
玉
砂
利
の

　

音
に
励
み
て
向
ふ
内
宮　
　
　
　
　
　

蒲
谷　

是
孝

カ
レ
ン
ダ
ー
一
枚
め
く
り
ま
た
ひ
と
つ

　

齢
を
重
ね
て
過
ぎ
ゆ
く
早
し　
　
　
　

坂
本　

麗
子

つ
つ
ま
し
く
凛
と
し
て
ゆ
け
と
恩
師
よ
り
の

　

ひ
と
こ
と
今
も
心
に
残
る　
　
　
　
　

片
岡　

俊
子

学
歴
の
無
さ
を
悔
み
て
晩
学
の

　

机
に
む
か
い
日
々
の
す
ぎ
ゆ
く　
　
　

馬
木
富
士
子

人
ご
み
を
避
け
て
我
が
子
に
手
引
か
れ
た

　

薬
師
の
寺
は
嬉
し
き
春
日
和　
　
　
　

若
生　

祥
子

土
手
の
草
日
ご
と
に
青
く
伸
び
る
と
も

　

山
は
白
雪
春
ま
だ
遠
し　
　
　
　
　
　

松
下
富
美
子

小
さ
く
も
三
日
お
く
れ
も
こ
だ
わ
ら
ず

　

誕
生
ケ
ー
キ
に
心
が
か
よ
う　
　
　
　

今
井
十
四
三

ど
こ
と
な
く
春
め
い
て
来
て
吹
く
風
も

　

ほ
お
を
か
す
め
て
や
さ
し
く
奏
で
る　

田
中　

孝
一

ソ
チ
五
輪
凍
て
つ
く
長
上
の
日
の
丸
を

　

掲
げ
見
上
ぐ
る
総
て
同
胞　
　
　
　
　

小
西
忠
三
朗

患
者
さ
ん
世
間
話
し
を
聞
き
た
く
て

　

車
椅
子
よ
り
仲
間
い
り
す
る　
　
　
　

長
町
サ
ヱ
コ

選
者
詠

賜
は
り
し
歌
集
の
礼
状
着
く
頃
か

　

君
の
訃
報
に
立
ち
つ
く
し
た
り　
　
　

松
家　

満
子

五
輪
塔
め
ぐ
る
諸
草
こ
ま
が
え
る　
　

稲
田
ひ
ろ
し

蕗
の
薹
苦
味
も
一
品
酒
の
友　
　
　
　

藤
澤　

道
彦

凍
返
る
切
り
裂
く
音
に
救
急
車　
　
　

豊
浦
富
美
子

朱
を
極
め
立
つ
多
宝
塔
春
寒
し　
　
　

銭
谷
知
恵
子

余
寒
な
ほ
梵
鐘
響
く
校
舎
跡　
　
　
　

工
藤　

有
華

春
愁
や
母
校
の
跡
の
駐
車
場　
　
　
　

岩
崎
千
賀
子

白
き
息
こ
こ
に
か
し
こ
に
宙
に
浮
く　

木
村　

篤
秀

人
気
な
き
径
に
蓬
の
若
葉
萌
ゆ　
　
　

河
井　

友
紀

白
き
息
駆
け
抜
け
て
ゆ
く
通
学
路　
　

丸
山　

紗
代

旧
正
月
こ
れ
よ
り
我
は
期
す
る
な
り　

森
田
江
美
子

蠟
梅
に
万
の
光
の
雫
か
な　
　
　
　
　

冨
田　

孝
子

頼
ら
る
る
身
が
頼
る
身
に
去
年
今
年　

橋
本　

郁
美

鳩
鳴
い
て
寒
さ
の
つ
の
る
無
人
駅　
　

中
川　

千
代

顏
の
傷
又
一
つ
増
え
う
か
れ
猫　
　
　
　

島
ヒ
サ
エ

雛
飾
る
手
順
忘
れ
て
し
ま
い
け
り　
　

永
峰　

紀
子

小
流
れ
の
底
ま
で
透
け
て
菖
蒲
の
芽　

古
川　

恵
子

寄
鍋
の
湯
気
の
向
こ
う
の
笑
顔
か
な　

下
地　

静
江

ひ
な
飾
り
作
る
親
子
に
笑
顔
あ
り　
　

中
嶋
美
喜
榮

雪
纏
い
木
瓜
一
輪
の
孤
独
か
な　
　
　

吉
野
さ
く
ら

我
が
影
の
大
き
く
見
ゆ
る
枯
野
か
な　

祖
父
江
寛
美

色
も
無
き
庭
に
つ
ら
つ
ら
椿
か
な　
　

永
峰　
　

伸

無
住
寺
の
声
を
か
け
た
い
雪
椿　
　
　

柿
谷　

幸
子

銀
よ
り
も
煌
め
い
て
を
り
さ
よ
り
の
背　

桑
島　

充
恵

立
春
の
日
射
し
に
鯉
の
動
き
初
む　
　

林　

ひ
じ
り

電
線
に
お
せ
り
こ
せ
り
こ
寒
雀　
　
　

永
峰　

鈴
代

立
春
の
光
生
み
出
す
波
頭　
　
　
　
　

高
嶋　

桂
子

朝
ま
だ
き
弓
張
月
の
凍
て
て
を
り　
　

浜
野　

加
代

ち
ち
は
は
の
齢
は
る
か
に
明
の
春　
　

向
山　

秋
乃

さ
が

み
っ
か

か
な

42014

善
意
の
贈
り
物

ふ
る
さ
と
納
税

一
般
寄
付

田
中　

悦
二

　

次
の
方
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
（
敬
称
略
）

池
田
由
美
子
、
鏡
原
達
雄
、
渡
辺
将
敬

三
谷
精
子
、
名
渕
薫
、
木
村
暢
男
、
椋
浦
誠
一
、

野　

満
夫
、

（
株
）山
西
組　

代
表
取
締
役　

大
山
カ
ヨ
子
、

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か
が
わ
環
境
保
全
基
金

　

運
営
委
員
長　

木
村
誠

（
公
表
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ
い
た
人
の
み
掲
載
）



広報はおたよりを募集しています。「文芸コーナー」「投稿ニュース」「ちょっ
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今月のテーマは

「はじまり」

15

　今月の表紙は、引田ひなまつり
での市松行列の様子です。いつ降
り出すかと心配でしたが、なんと
か最後まで歩くことができました。
　近ごろでは着物姿の子どもたち
をみることがめっきりなくなった
せいか、沿道からの「かわいい」
の歓声とシャッター音が止むこと
はありませんでした。
　是非来年も見てみたいものです
ね。

　湊川沿いの河津桜は満開で見頃
を迎えています。ほかにも、市内
のあちらこちらで花が咲き始めて
います。
　春ですね。花粉症の私にとって
は厳しい季節でもありますが、き
れいな花を見ているとホッとして
心がなごみます。

４月７日（月）
５月７日（水）

●５月号「端午の節句」
●６月号「梅雨」

開
出　
　

朔　

弥
（
男
）　
竜
弥　

白　

鳥

見
村　
　

恵　

章
（
男
）　
恵
司　

白　

鳥

金
山　
　

由　

芽
（
女
）　
和
史　

中　

筋

菊
池　
　

弥　

都
（
女
）　
宏
之　

小　

海

大　
　
　

空　

兎
（
男
）　
勇
人　

川　

東

佐
伯　
　

拓　

海
（
男
）　

聖　
　
中　

筋

さ　

く　

や

け
い
し
ょ
う

ゆ　
　
　

め

み　
　
　

と

そ　

ら　

と

た　

く　

み

「
お
め
で
た
」
「
お
く
や
み
」
欄
の
掲
載
を
希

望
す
る
場
合
は
、
『
掲
載
申
込
書
』
を
各
庁
舎

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
申
込
書

提
出
月
の
翌
々
月
号
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
総
務
部
政
策
課

26

1
2
1
5

TEL

まゆこけーき

西
森　
　

悦　

子　

（
６５
）　

三
本
松

橋
本　
　

サ
チ
ミ　

（
８５
）　

松　

原

宮
野　
　
　
　

豊　

（
７５
）　

小　

海

　

本　
　

敬　

一　

（
７０
）　

松　

原

水
口　
　

貞　

子　

（
８１
）　

水　

主

野
網　
　

ツ
ヤ
コ　

（
８５
）　

引　

田

池
田　
　

ハ
ナ
ヱ　

（
９５
）　

三
本
松

熊
田　
　

ナ
ミ
エ　

（
９３
）　

三
本
松

田
中　
　

照　

子　

（
８７
）　

松　

原

美
濃　
　

峰　

男　

（
８８
）　

三
本
松

坂
東　
　

久　

雄　

（
７６
）　

松　

原

松
岡　
　
　
　

惠　

（
８４
）　

三
本
松

榎
本　
　
　
　

子　

（
８３
）　

三
本
松

川
西　
　

猪
之
八　

（
８５
）　

南　

野

丸
山　
　

ア
キ
子　

（
８４
）　

小　

海

　

本　
　

弘　

道　

（
８９
）　

三
本
松

松
枝　
　

ミ
ナ
子　

（
９７
）　

帰　

来

鴻
池　
　

ひ　

子　

（
１０１
）　

白　

鳥

前
田　
　

シ
ゲ
ノ　

（
９８
）　

三
本
松

　

松　
　

貞　

子　

（
９７
）　

三
本
松

松
下　
　

幸　

雄　

（
８８
）　

馬　

篠

吉
鷹　
　

郁　

子　

（
８８
）　

中　

筋

後
藤　
　

ミ　

サ　

（
８２
）　

三
本
松

岡
部　
　

敏　

彦　

（
８３
）　

松　

原

山
下　
　

政　

雄　

（
８０
）　

水　

主

三
好　
　

光　

子　

（
８７
）　

西　

村

水
田　
　

登
代
子　

（
９０
）　

小　

海

大
津　
　

玉　

枝　

（
９２
）　

町　

田

森
下　
　

キ
ヨ
ヱ　

（
９０
）　

入
野
山

　
　
　
　

知
代
子　

（
６１
）　

三
本
松

鎌
田　
　

一　

男　

（
８５
）　

与
田
山

　

広
報
で
は
赤
ち
ゃ
ん
や
、
就
学
前
の
お
子
さ

ん
の
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
●
氏
名（
保
護

者
・
お
子
さ
ん
）●
年
齢
●
住
所
●
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
下
記
の
宛
先
ま
で
。

※
写
真
で
も
デ
ー
タ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
の
写
真
を

広
報
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



　４月11日（金）9：00～
　生活研究の店「年輪」
　市内産の旬の野菜や加工食品の販売、うどんの振る舞
いなどがあります。
　事業部経済課　　33ｰ2504

　４月13日（日）9：00～15：00
　與田寺本坊
　本席：表千家流　大西宗和社中
　副席：三癸亭賣茶流　こぶしの会
　與田寺　　25ｰ4726

　４月13日（日）9：00～15：00
　誉田八幡宮拝殿前特設会場
　八重桜の下で、子どもたちによるお茶会を開催（雨天
時は社殿にておこないます）
　誉田八幡宮　宮司　坂東さん　　33ｰ3827

　４月29日（火）14：15～15：15
　市交流プラザ多目的ホール
　演題「笑いは心の深呼吸」
　講師　桂七福氏
　市交流プラザ　　26ｰ1224

　４月５日（土）・12日（土）・19日（土）・26日（土）
　 20：30～21：30
　大川中学校体育館　剣道場
準備物　体育館シューズ、ラケット（ない場合はこちら
で用意します）
参加資格　年令、性別は問いません。卓球に興味のある人。
　　 090ｰ5916ｰ6140　猪塚

　４月６日（日）9：00～15：00
　徳島県立佐那河内いきものふれあいの里
　大人500円　子ども300円　３才以下無料
　マイクロバス定員になり次第
　角探しの後、神山のしだれ桜を楽しむ
　弁当・飲物持参　防寒・山歩きの服装
　　遊びの根っこ研究所　長松さん　　090ｰ4039ｰ3223

　４月10日（木）、17日（木）、24日（木）
　 10：00～12：00（受付9：30～）
　交流プラザ　小ホール
講師　金森庸二氏（武術世界チャンピオン）
　簡単な運動、体操、呼吸法、太極拳などを行って心
も体も健康になる講座
定員　20名（４月１日から受付、定員になり次第締切）
　 500円（３回コース）※初回集金

　５月９日（金）、16日（金）、23日（金）、30日（金）
　 9：30～10：30（受付9：00～）
　交流プラザ　多目的ホール
　青木由美子氏（健康運動指導士）
　中高年（男女）のためのフィットネス講座
　先着20名（４月１日から受付、定員になり次第締切）
　 1,000円（４回コース）※初回集金
　　市交流プラザ　　26ｰ1224

　５月18日（日）
　 9：00受付開始　10：00対局開始
　白鳥社会福祉センター２F
　参加費　会員1,500円　一般3,000円
　大会支援費　全会員　一人200円
　５月２日（金）
　　 090ｰ7789ｰ5084　浦辺さん

◆珈琲＆ギャラリーパルコ
　冬野幸男水彩画展
　３月30日～４月18日（金）8：00～17：00（土曜休）
　松原在住の冬野幸男さんが近隣の風景と季節の花や
静物などを描いた水彩画30点
　同ギャラリー　　24ｰ2483 http://www.parco.sakura.ne.jp/
◆芝桜園芝桜冨士（東かがわ市帰来）
　芝桜冨士と帰来観音寺88ヶ所絵手紙スケッチ展
　４月１日（火）～４月30日（水）
　本市在住のIROHAサークル地元を知ろう会（４人）の
見ごろ４月20日頃の芝桜冨士と帰来観音寺88ヶ所石仏・
地蔵のスケッチ絵手紙作品物200点
　IROHAサークル代表　川根昭代
　 25ｰ4260



ＭＩＸパンケーキ【４人分】
調理時間　30分

　市販のパンケーキミックス（ホットケーキミックスで
もOK）を使った簡単レシピ、野菜を加えて栄養バランス
UPです。
　冷凍保存ができるのでまとめて作って冷凍しておけば、
忙しい朝にもレンジで解凍するだけ。

３月１日現在常住人口
12,834世帯
31,914人
15,128人
16,786人

世帯数
総人口
男
女

（　）内は前月比

２月中の異動
転入
出生

転出
死亡

46人
6人

49人
49人

（　 8世帯）
（ｰ46 人 ）
（ｰ17 人 ）
（ｰ29 人 ）

東かがわ市 人の動き

パンケーキミックス

野菜ペースト

カボチャ、ニンジンなど茹でてつぶしておく

卵

牛乳

200g

100g

１個

100㏄程度

米澤整形外科医院（さぬき）

太田病院（三本松）

小田内科医院（さぬき）

油谷歯科医院（さぬき）

三本松調剤薬局（三本松）

ツツミ医院（さぬき）

田村内科医院（三本松）

大松内科医院（さぬき）

永峰歯科医院（引田）

松村薬局本店（湊）

県立白鳥病院（松原）

三木医院（引田）

中川内科医院（さぬき）

おがわ歯科医院（さぬき）

妙見屋薬局白鳥店（帰来）

　　阪本病院（川東）

県立白鳥病院（松原）

岡病院（さぬき）

吉田歯科医院（引田）

なの花薬局松原店（松原）

松村薬局大内店（川東）

ホワイト薬局（さぬき）

まつおか医院（さぬき）

森医院（引田）

田中小児科（さぬき）

妙見屋薬局（引田）

087ｰ894ｰ1266

25ｰ2673

087ｰ894ｰ0305

42ｰ2213

24ｰ3300

087ｰ894ｰ5123

25ｰ2868

087ｰ895ｰ1256

33ｰ6223

24ｰ0521

25ｰ4154

33ｰ3034

087ｰ894ｰ1253

087ｰ895ｰ1122

23ｰ1345

25ｰ1121

25ｰ4154

087ｰ894ｰ5050

33ｰ3030

26ｰ1313

26ｰ3211

087ｰ814ｰ2772

52ｰ1888

33ｰ3588

52ｰ0010

33ｰ3755

４月６日

４月13日

４月20日

４月27日

４月29日

※休日当番病医院・薬局は予告なく変更することがありま
　すので受診前に担当医または下記までご確認ください。
大川地区医師会

さぬき市民病院

9:00～17: 00

19: 30～23: 00

42ｰ3424

43ｰ2521（代表）
大川地区小児夜間救急医療

簡単レシピで一品プラス簡単レシピで一品プラス

消 費 生 活 に 関 す る 相 談

【県消費生活センター】

【東讃県民センター】

消費生活相談専用
多重債務・ヤミ金

087ｰ833ｰ0999
087ｰ834ｰ0008
42ｰ1200

【市総務部  総 務 課】 26ｰ1214

① カボチャは電子レンジなどで加熱し、つぶしておく。
② ボウルにカボチャをつぶしたもの、卵、牛乳を加え泡
　 立て器などでよく混ぜる。
③ パンケーキミックスを加え、さっくり混ぜる。
　 生地が固ければ牛乳を加える。
④ フライパンに油を熱し、パンケーキを焼く。

　製品による事故の未然・拡大防止のため、事業者に
よりリコール（製品の回収、無償点検・改修等）が行わ
れることがあります。リコール製品は使い続けると、
事故を引き起こすおそれがあり、大変危険です。身の
回りにある製品をもう一度確認してください。当該製
品をお持ちの場合は、まずは使用を中止し、事業者に
よる改修などの内容を確認してください。
　なお、リコール製品に関する問合せ先については、
消費者庁のホームページ「リコール情報サイト」で情
報提供を行っています。

リコール対象製品の確認



〈総務課〉
市民生活相談（常設）
男女共同参画問題定例行政相談
（白鳥社会福祉センター）
行政相談
（引田公民館・市交流プラザ・大内庁舎）

〈人権推進室〉
人権相談
（市交流プラザ・大内庁舎）

〈子育て支援課〉
家庭児童（女性）相談
（巡回：大内交流館）
（常設） 【専用】

〈保健課〉
年金相談

健康・栄養なんでも相談
（栄養相談は要予約）　
※開設日以外でも予約で随時実施

保健センター（各曜日）
引田　　　　白鳥　　　 大内

（骨密度測定は白鳥のみ　※治療中でない人）

妊産婦乳幼児健康相談（妊産婦就学前対象）

育児サークルのびのび
（白鳥保健センター）

精神障がい者集いの場
（白鳥保健センター）

※要治療

白鳥庁舎・出張所
総務課
政策課
統括窓口センター（白鳥窓口）

福栄出張所
五名出張所
議会事務局
出納室

大内庁舎
福祉課
子育て支援課
保健課
地域包括支援センター
人権推進室
環境衛生室
統括窓口センター（大内窓口）

学校教育課
生涯学習課
監査委員事務局

引田庁舎
経済課
建設課
上下水道課
商工観光室
土地対策室
統括窓口センター（引田窓口）

税務課

（月） （火） （木）

  9 : 00～11: 00

  9 : 00～11: 00

 9: 00～11: 00

15: 00～17: 00

10: 00～15: 00

9: 00～12: 00

9: 30～11: 00

10: 00～11: 30

9: 30～11: 30

25ｰ7830

26ｰ1214
26ｰ1215

26ｰ1216

26ｰ1111
27ｰ2101
29ｰ2001
26ｰ1219
26ｰ1217

26ｰ1228
26ｰ1231
26ｰ1229
26ｰ1261
26ｰ1227
26ｰ1226

25ｰ2111
26ｰ1237
26ｰ1238

33ｰ2504
33ｰ2501
33ｰ2503
33ｰ2750
33ｰ2502

33ｰ2500

26ｰ1217

6 7 8

18

3 41 2

9

5

13

20

14

21

15

22

16

23

30

17

24

19

1210 11

2625

27 28 29

（市交流プラザ）

（大内公民館）

１歳６カ月児健診

11カ月児健診

（まつばら）

（白鳥）

昭和の日

（固定資産税・1期）
（軽自動車税納期限）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　大内）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　白鳥）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　引田）

〈福祉課〉
身体障がい者相談

精神障がい者相談

知的障がい者相談

視覚障がい者相談

手話通訳設置日（要予約）

　　休日窓口開庁（白 鳥 窓 口）
　　第１・２・４日曜
※業務内容は事前にご確認ください

〈白鳥児童館〉

市税納期

ちびっこのつどい

おもちゃ図書館

読み聞かせ会ボランティア
「こむこむ」

〈まつばら児童館〉

読み聞かせ会ボランティア
「コスモス」

10: 00～11 : 30

10: 00～12: 00

10: 00～12: 00

13: 00～16: 00

10: 00～12: 00

10: 00～11: 30

10: 00～10: 30

11: 30～12: 00

8: 30～17: 15

26ｰ1338

25ｰ6467

25ｰ2837

〈とらまる図書館〉

お話会「こそあど」 11: 00～11: 30
25ｰ0696



http://hksz.or.jp/
大内スポーツセンター
白鳥スポーツセンター
引田スポーツセンター

24ｰ1810
24ｰ1522
33ｰ7163

レディースデー　毎週金曜日
　女性のお客様にエサ券500円プレゼント
夫婦の日　４月22日（火）
　夫婦、男女のカップルに粗品進呈
子ども無料デー　４月26日（土）
　保護者同伴の子どもは釣り料金無料（中学生以下）

とらまるパペットランド
月曜 25ｰ0055
info@toramaru.or.jphttp://www.toramaru.jp

http://www.saltlake-hiketa.co.jp/
㈱ソルトレイクひけた 33ｰ28007: 00～16: 00

http://www.hnt.or.jp/
讃州井筒屋敷 水曜
市ニューツーリズム協会

23ｰ8550
23ｰ8557

http://www.higashikagawa-library-unet.ocn.ne.jp
月曜（祝日の場合翌日）・毎月末日

9:00～17: 00
25ｰ0696

県埋蔵文化財センターふるさと展示「讃岐国府跡を探る４」
　県埋蔵文化財センターが実施している讃岐国府跡探
索事業の成果報告を紹介しています。県埋蔵文化財セ
ンター主催
　期間：開催中～５月18日（日）
リサイクル本の無償提供
　保管期間が過ぎた雑誌や破損などにより貸出できな
い図書を提供します。
　事前の予約は受け付けていませんので、期間中図書
室にお越しください。
　期間：４月２日（水）～４月30日（火）
　冊数：１人につき一般書・児童書あわせて５冊、雑誌３冊まで

無料
火曜（祝日の場合翌日）

33ｰ2030
９：00～17：00

　体にやさしいソフト・ヨーガ教室
　４～６月第１・３週（木曜日　全６回）14：00～15：00
　白鳥スポーツセンター、しろとり研修センター
　　4,200円　　20人
　とらまる公園テニスクラブ
　４月～（曜日、時間は相談の上決めます。）
　とらまる公園テニスコート・とらまる　てぶくろ体育館
　 1,600円（保険料含む）　４～10人　対象：５歳～老壮年

　４月23日から５月９日まで、こどもの読書週間です。図
書館では、やなせたかしさんを偲んで「アンパンマン展」
を予定しています。この機会にご来館いただき、本にふ
れる機会を少しでも増やしていただければと思います。
しおりのプレゼントもありますよ。
　今月おすすめは、人気の絵本にちなんだ、マスコット
やお菓子、料理などが作れる本をご紹介します。絵本の
世界をいつもと違った角度から、楽しんでみてはいかが
でしょうか。
『羊毛フェルトで作る絵本のマスコット』　須佐沙知子著
　人気主人公たちが、いまにも話かけてきそう。初心者
でもチャレンジしやすいです。　　
『かわいいキャラクター折り紙あそび』いしばしなおこ著
　ディズニーの人気キャラクターも、簡単に？たぶんで
きます。達成感が半端ないです。尊敬のまなざしを浴び
るかも！
『絵本からうまれたおいしいレシピ』　きむらかよ著
　絵本に出てくるお菓子やごはんを子どもと一緒に作っ
てみる。世界一おいしかった思い出は、一生心に残る時
間になるはず。
■ご存知ですか？便利なサービス■
　携帯・パソコンから本の予約ができます。カウンター
にて初回手続きが必要です。

ベッセルおおちの湯
26ｰ1126

http://www.vessel-o.com/

◆「第4回　阿波藍染と木工職人展」
４月26日（土）～５月３日（土･祝）10：00～16：00（最終日は13：00まで） 与之蔵
　徳島の伝統技術を受け継ぐ藍染・木工の熟練職人たち
が製作した工芸品、家具、日用雑貨、アクセサリーなど
を展示販売。藍染体験もあります。
　木工製品…家具、インテリア雑貨、アクセサリーなど
　藍染製品…ハンカチ、ストールなど
◆「mimika音楽ライブ」
４月29日（火･祝）①12：30～　②14：30～　　　　　　中庭
♪「まるがめボート」のCMなどでおなじ
みのシンガーソングライターmimika（ミ
ミカ）さんの楽しいステージ。音楽を通し
てHAPPYを届けます。
◆「秘密基地を作ろう」
４月29日（火･祝）10：00～16：00　雨天の場合は、５月３日（土）10：00～16：00　中庭
 ダンボールで、みんなで遊べる秘密基地を作ろう。壁に
好きな模様を描いたり、家具も作ります。秘密基地がで
きたら、中に入って探検しよう。 
　 200円（事前予約を受付け中）
持ち物：汚れてもよい服装、タオルなど
◆「子どもの日まつり」
４月26日（土）～５月６日（火・祝）10：00～16：00　引田の町並み
ただし、４月30日（水）は営業します。
　親子で工作「子ども遊び」、飛行距離を競う「折り紙飛
行機選手権」（５/４）は参加賞あり、市内や県内、徳島県
などのおいしいものやかわいい雑貨「東かがわマルシェ」
（５/３-５）、「山野草展」（５/４,５）など、着物でお接待「子
ども茶会」（５/６）、絵手紙体験（５/５,６）、本場讃岐うど
んVS鳴門なるちゅるうどん対決など様々なアトラクショ
ンあり。

◆人形劇場とらまる座定期公演　　600円（3歳以上）
〇とらまる人形劇団（岡山県）
　「なきむしももたろう・ぷ～ん、ちゃりん」
　４月5・６日（土・日）13：30～
　４月26日・27日（土・日）29日（火）13：30～

　『河童のクゥと夏休み』など数々のアニメ作品で知
られる原恵一監督が、初めて実写作品に挑戦した家族
ドラマ。日本映画史に名を残す巨匠・木下惠介の実話
を、映画『陸軍』製作時のエピソードを回想形式で盛
り込みながら描く、母と子の物語。木下監督を幅広い
演技で知られる実力派の加瀬亮が巧みに演じる。
監督・脚本：原恵一
出演：加瀬亮／田中裕子／
濱田岳／他
©2013「はじまりのみち」製作委員会
　 一般　1,300円（前売1,000円）
　 ３歳～大学生、60歳以上
　　1,000円（前売800円）

はじまりのみち

４月27日（日）①10：00～　②13：00～

かつて日本中が涙した『二十四の瞳』の映画監督、
木下恵介。その運命を変えた母と子の感動実話


